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小規模多機能型居宅介護小規模多機能型居宅介護
施設整備事業施設整備事業

奥川地区にデイサービスや宿泊・訪問サービ
スを提供する小規模多機能型居宅介護施設を
整備します。

１

流雪溝整備事業流雪溝整備事業
町道上原西６号線（野沢）に流雪

１
溝を整備します。

健康づくり推進事業健康づくり推進事業
長野県諏訪中央病院の鎌田名誉院

３
長を指導者に、集落等に出向いての講座や
ワークショップを通じて町民の健康意識の高
揚を図りながら、健康づくりを推進します。

英語検定受験料補助事業英語検定受験料補助事業
中学生の英語力の向上を図るた

２
め、受験料を補助します。

一般会計一般会計＝町の基本となる会計で、福祉や土木、
教育など一般的な事業を行います。依存財源依存財源＝国
や県などから交付されるお金です。自主財源自主財源＝町
が自ら収入できるお金です。地方交付税地方交付税＝一定水
準の行政サービスができるよう自治体の財政状況

に応じて国から交付されるお金です。町債町債＝道路
改良や施設整備などを行う際にその資金として長

期的に借り入れるお金です。また、財源不足を補

うため地方交付税の代わりに借りるお金でもあり

ます。繰入金繰入金＝基金（積立金）や特別会計から入
るお金です。義務的経費義務的経費＝支出が義務的で任意に
削減できない経費です。投資的経費投資的経費＝支出の効果
が施設などの資産として将来に残るものに支出さ

れる経費です。公債費公債費＝借り入れした町債などの
返済に充てるお金で

す。扶助費扶助費＝児童や高
齢者、障がい者福祉な

どに要するお金です。

物件費物件費＝賃金や旅費、
委託料などの消費的性

質に要するお金です。

歳 入歳 出

地方交付税地方交付税
28 億 7,292 万円　46.2㌫28 億 7,292 万円　46.2㌫
（＋１億 3,579 万円）（＋１億 3,579 万円）

その他その他
１億 5,381 万円　2.5㌫１億 5,381 万円　2.5㌫
（－ 49 万円）（－ 49 万円）

町債町債
７億 7,290 万円　12.4㌫７億 7,290 万円　12.4㌫
（＋ 3,560 万円）（＋ 3,560 万円）県支出金県支出金

４億 7,001 万円４億 7,001 万円
7.6㌫7.6㌫
（－ 4,626 万円）（－ 4,626 万円）

65 億円65 億円

60 億円60 億円

55 億円55 億円

50 億円50 億円

45 億円45 億円

40 億円40 億円
平成平成
28年度28年度

平成平成
29年度29年度

平成平成
30 年度30 年度

令和令和
元年度元年度

令和令和
２年度２年度

国庫支出金国庫支出金
４億 2,709 万円４億 2,709 万円
6.9㌫6.9㌫
（＋ 3,816 万円）（＋ 3,816 万円）

その他その他
２億 5,247 万円２億 5,247 万円
4.0㌫4.0㌫
（＋ 2,367 万円）（＋ 2,367 万円）

町税町税
６億 187 万円６億 187 万円
9.7㌫9.7㌫
（＋ 62 万円）（＋ 62 万円）

繰入金繰入金
５億 1,905 万円５億 1,905 万円
8.3㌫8.3㌫
（＋ 542 万円）（＋ 542 万円）

使用料・手数料使用料・手数料
１億 5,288 万円　2.4㌫１億 5,288 万円　2.4㌫
（＋ 49 万円）（＋ 49 万円）

人件費人件費
10 億 2,274 万円　16.4㌫10 億 2,274 万円　16.4㌫
（＋ 6,369 万円）（＋ 6,369 万円）

公債費公債費
８億 9,720 万円８億 9,720 万円
14.4㌫14.4㌫
（＋ 9,028 万円）（＋ 9,028 万円）

扶助費扶助費
４億 2,116 万円４億 2,116 万円
6.8㌫6.8㌫
（＋ 1,014 万円）（＋ 1,014 万円）

物件費物件費
10 億 2,853 万円10 億 2,853 万円
16.5㌫16.5㌫
（－１億 355 万円）（－１億 355 万円）

補助費等補助費等
９億 4,254 万円９億 4,254 万円
15.2㌫15.2㌫
（＋２億 3,990 万円）

繰出金繰出金
４億 9,397 万円４億 9,397 万円
7.9㌫7.9㌫
（－２億 5,561 万円）（－２億 5,561 万円）

その他その他
３億 5,453 万円３億 5,453 万円
5.7㌫5.7㌫
（＋ 2,939 万円）（＋ 2,939 万円）

普通建設事業費普通建設事業費
10 億 3,698 万円　16.7㌫10 億 3,698 万円　16.7㌫
（＋１億 1,863 万円）（＋１億 1,863 万円）

災害復旧事業費災害復旧事業費
2,535 万円　0.4㌫2,535 万円　0.4㌫
（＋ 13 万円）（＋ 13 万円）

自主財源自主財源
22.9㌫22.9㌫

依存財源依存財源
77.1㌫77.1㌫

義務的経費義務的経費
37.6㌫37.6㌫

投資的経費投資的経費
17.1㌫17.1㌫

その他その他
45.3㌫45.3㌫

61
億　

７
０
０
万
円

60
億
３
０
０
０
万
円

62
億
２
３
０
０
万
円

63
億
９
７
０
０
万
円

64
億
７
０
０
０
万
円

有害鳥獣対策事業有害鳥獣対策事業
イノシシによる被害が急増してい

１
ることから、捕獲報償金の引き上げやくくり
わな、箱わなの追加、わな狩猟免許取得費用
の全額補助など予算額を前年度の約２倍に引
き上げ、対策を強化します。

インフルエンザワクチンインフルエンザワクチン
接種事業接種事業

妊婦及び 18 歳未満の子どもの予防接種費用
負担をこれまでの 1,000 円から無料にします。

２

放課後児童クラブ放課後児童クラブ
１人月額 2,000 円の使用料を同一

３
世帯で同時に利用する場合、２人目以降無料
とします。

若者向け住宅整備事業若者向け住宅整備事業
若者の移住・定住の促進、町内企

２
業の安定した労働力の確保、野沢まちなかの
活性化を図るため、単身者向けの集合賃貸住
宅を旧野沢保育所跡地に整備します。

用 ＊語 ＊解 ＊説

総務課財政係総務課財政係
鈴木 鈴木 郭郭
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認定こども園運営事業 １億 9,197 万円
子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） 1,967 万円
【拡】インフルエンザワクチン接種事業（妊婦および 18歳まで接種無料化）220 万円
出産祝金（第２子までは 20万円、第３子以降は 50万円を支給） 700 万円
乳幼児家庭子育て応援金（２歳までの幼児を家庭で保育する保護者に月額１万円を支給）
 270 万円
こうのとりサポート事業（不妊・不育治療に要する治療費を助成） 70 万円
西会津小・中学校ＩＣＴ教育環境整備事業（電子黒板の購入） 223 万円
【拡】学習用タブレット型ＰＣ導入事業 183 万円
【拡】ＩＣＴ教育支援員事業（プログラミング教育等支援員の雇用） 286 万円
地域おこし協力隊配置事業（西会津高校活性化対策） 400 万円
【拡】英語教育・海外異文化体験事業 113 万円
【拡】産官学民と連携した人材育成プロジェクト事業（こども研幾塾、アントレプレ
ナーシップ教育、イノベーション教育） 334 万円
【拡】地域学校協働活動事業（学校、家庭、社会教育の連携・協働事業） 647 万円
スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝、市町村対抗軟式野球大会・市町村対抗ソフトボー
ル大会への参加支援） 280 万円
【新】指定文化財修復事業（如法寺の仏像およびお堂の修復への補助） 1,709 万円

多面的機能支払交付金事業 4,062 万円
中山間地域等直接支払事業 7,830 万円
広葉樹林再生事業（広葉樹林を伐採・活用し森林の再生を図る） 2,324 万円
林業専用道整備事業（杉山前佛線） 5,000 万円
菌床栽培用ハウス整備事業 1,530 万円
【拡】有害鳥獣対策事業（捕獲奨励金単価の増額、捕獲わな追加、電気柵補助金）982 万円
企業支援補助金（町内企業の従業員研修費・資格取得費等を支援） 100 万円
創業支援事業（起業家の育成、空き家・空き店舗利活用補助） 200 万円
活力ある地域づくり支援事業（地域づくり団体等への補助） 250 万円
国際芸術村運営事業 1,900 万円
【拡】ふるさとまつりの開催（第 35回記念事業開催負担金） 1,000 万円
【拡】地域おこし協力隊配置事業（ソーシャルビジネス構築のためのコーディネーター
および起業家を配置） 5,400 万円
ワークインレジデンス事業（お試し住宅の整備、ソーシャルビジネスプログラムの開発等）
 1,400 万円
後継者対策事業（婚活事業） 305 万円
結婚祝金（現金 10万円または賃貸住宅 6カ月分の家賃を支給） 120 万円
定住促進助成事業（45 歳以下の若者や町への移住者に対する住宅整備費用の一部支援）
 500 万円
若者向け住宅整備事業 1 億 1,505 万円

健康づくり推進事業 437 万円
【拡】健康増進計画アクションプラン策定事業 590 万円
家庭血圧計測定推進事業 145 万円
各種検診事業 2,098 万円
高齢者予防接種事業（65 歳以上の高齢者等のインフルエンザワクチン接種、肺炎球菌ワ
クチン接種費用の助成） 1,220 万円
医療機器整備事業（診療所用） 1,160 万円
【新】西会津診療所改修事業 2,483 万円
小規模多機能型居宅介護施設整備事業 9,875 万円
高齢者の生きがい対策事業（老人クラブ支援、老人スポーツ、陶芸等） 362 万円

【新】流雪溝整備事業 4,000 万円
町道防雪柵設置事業 3,100 万円
除雪機械新規導入事業（グレーダー除雪機の導入） 3,600 万円
雪処理支援隊（隊員の増員） 424 万円
除排雪助成事業（高齢者世帯等への除排雪費用の助成） 305 万円
町民バス運行事業 9,421 万円
町道舗装修繕工事（経年劣化の著しい舗装の計画的修繕） 6,400 万円
橋りょう修繕工事（経年劣化の著しい橋の計画的修繕） 8,650 万円
地域おこし協力隊配置事業（情報発信、ＣＡＴＶアナウンサー） 800 万円
映像機器高度化更新事業（ＢＳデジタル放送の４Ｋ、８Ｋ放送受信のための工事） 

6,600 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 9,404 万円
防火水槽整備（尾登・徳沢） 2,000 万円
【新】指定緊急避難場所等設備整備（野沢体育館空調設備、さゆり公園体育館等照明の
ＬＥＤ化） 5,049 万円
さゆり公園施設維持修繕事業 2,650 万円
上水道老朽管更新事業 5,500 万円
公共下水道設備等更新事業 7,472 万円

役場庁舎整備事業（文書保存庫の屋根防水工事） 437 万円
ふるさと応援寄付金（ふるさと納税）事業 2,600 万円
【拡】協働のまちづくり推進事業（協働のまちづくりを推進するための組織を設置） 

683 万円

※【新】… 新規事業　【拡】… 拡充事業　（総合計画の目的ごとに事業を分類）

特別会計等の当初予算額
　特別会計は、保険料や使用料といった特定の収入があり、その収入の使い道が決まっています。

企業会計名 予算額 前年度比

水道事業
収益的収支 ２億 5,366 万円 55.9㌫

資本的収支 ２億 1,301 万円 38.8㌫

下水道事業
収益的収支 ４億 135 万円 皆増

資本的収支 ２億 6,751 万円 皆増

特別会計名 予算額 前年度比

工業団地造成事業 8,868 万円 0.0㌫

住宅団地造成事業 667 万円 0.0㌫

後期高齢者医療 １億 45 万円 － 1.3㌫

国民健康保険
事業勘定 ７億 5,514 万円 － 5.3㌫

診療施設勘定 ３億 2,450 万円 1.7㌫

介護保険 11 億 8,749 万円 － 0.1㌫

　町では一般会計のほか、５つの特別会計と２つの企業会計で事業を行っています。これらの令和２年度の予
算総額は 35 億 9,846 万円となりました。なお、令和２年度より、簡易水道等事業特別会計は水道事業会計に、
下水道施設事業と農業集落排水処理事業、個別排水処理事業の各特別会計は新設した下水道事業会計となり、
企業会計に移行しました。
　特別会計では、住宅団地の分譲や後期高齢者医療、国民健康保険、介護保険などの運営を行い、独立採算を
原則とした企業会計では、上下水道の整備・運営を行っています。（会計ごとの予算額は右表のとおり）

町の歴史や文化、産業などについて
学ぶ西会津こども研幾塾

運動の習慣化を目指し、気軽に実践で
きるラジオ体操を推進

桐ゲタ投げ全国大会などイベントが
盛りだくさんのふるさとまつり

快適な冬の暮らしを守るため計画的
に除雪作業車等を更新

イノシシ被害対策現地指導会にて、
講師より指導を受ける町猟友会の皆
さん

災害時に備え防災行政無線や避難場
所の設備などを整備。写真は指定避
難所となっている野沢体育館

ふくしま駅伝など、市町村対抗スポー
ツ大会への参加を支援

自治区に出向いて、健康づくり座談
会を開催。写真は奥川・中町の様子


